
1999年出上の木簡
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遺
跡
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の
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時
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一世
紀
―

一
三
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
の
神
遺
跡
は
弥
生
時
代
後
期
と

一
二
世
紀
―

一
三
世
紀
頃
を
中
心
と
し
た

集
落
遺
跡
で
あ
る
。
第

一
次
調
査
に
お
い
て

「長
田
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器

が
出
土
し
、
蒲
御
厨
に
属
す
る

長
田
村
の
範
囲
内
に
あ
た
る
こ

と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
第
五

次
調
査
で
は
、
遺
跡
の
北
東
部

に
相
当
す
る
約
二
七
〇
ポ
が
対

象
と
な
っ
た
。

過
去
の
調
査
と
同
様
、
弥
生

時
代
の
遺
構
が
多
数
確
認
で
き

た
が
、
破
壊
を
免
れ
た
中
世
の
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遺
構
も
僅
か
な
が
ら
確
認
で
き
た
。
中
世
に
か
か
わ
る
検
出
遺
構
は
、
掘
立
柱

建
物
と
井
戸
で
あ
る
。

木
簡
は

一
点
、
井
戸
か
ら
出
上
し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
井
戸

（Ｓ
Ｅ
Ｏ
こ

は
井
戸
枠
を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
素
掘
り
の
形
態
で
あ
り
、
直
径
約
二
ｍ
、

深
さ
七
〇
伽
を
測
る
。
井
戸
か
ら
同
時
代
と
考
え
ら
れ
る
土
器
が
出
土
せ
ず
、

明
確
に
木
簡
の
年
代
を
決
定
す
る
材
料
が
な
い
。
周
辺
に
お
い
て
検
出
さ
れ
る

中
世
の
井
戸
と
形
態
や
埋
上
が
似
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
の
年
代
を

一
二
世
紀
―

一
三
世
紀
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
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簡
の
釈
文

。
内
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力
〕
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木
簡
は
上
端
を
山
形
に
整
え
、
下
端
に
切
り
込
み
が
施
さ
れ
る
。
表
裏
に
墨

書
が
認
め
ら
れ
る
。
表
裏
と
も
同
じ
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

下
端
の
一
文
字
に
疑
間
が
残
る
。
最
後
の
二
文
字
が

「物
忌
」
を
示
す
可
能
性

が
あ
る
が
、
確
定
的
で
は
な
い
。　
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(磐 田)




